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これは何? 

https://security-learning.nii.ac.jp/ 
学認による認証連携 
学内システムとのシングルサインオン 
匿名かつユニークな属性(eduPersonTargetedID)を

IDとする 
各機関向け機能 
独自の「必須コース」の登録 
受講履歴の取得とフィードバック 

標準化された多言語情報倫理eラーニングコンテンツ 
「高等教育機関の情報セキュリティのためのサンプル
規程集」A3301準拠 

日本語・英語・中国語・韓国語 
学認連携Moodleで利用できる 
 2008年から継続的なアップデートを実施 

私の名前は「倫倫姫」。隣にいるのは大事なところで出てくるペットの「注吉」! 
情報倫理の大切さを知ってもらいたくて未来からタイムスリップしてきたの。みん
なのおかげで、2012年11月学認連携Moodleで4ヶ国語同時メジャーデビューした
の。私の話は全国の高専や大学のみんなに届いてるかな? 今回は私本人が説明する
つもりだからお楽しみに。詳しくはこのポスターの近くにいる人に聞いてみてね。 
 

りんりんひめ ちゅうきち 

今年度の利用状況は? 

学認連携Moodleとは? 2014年4月のアップデートは? 

6機関5,209ユーザのアクセスを確認 
京都大学では新入生の77%が受講完了 
• 前年度比33%の増加 

メモリ8GB, Web+DBを含め単一VMで運用 
 5月はじめに過負荷になっている(ユーザのアクセス) 
 1ヶ月ごとの受講履歴取得時に負荷が高くなっている 
• Moodleの受講履歴取得機能の問題 

法律の改訂に追従 (サンプル規定集B3301対応) 
ウイルス作成罪の新設 (2011年7月施行) 
不正アクセス禁止法の強化 (2012年5月施行) 
違法ダウンロードの刑罰化 (2012年10月施行) 

身近な事例の改訂 
「○○来店」事件 

Flash動画のHTML5化 

コンテンツの改訂 

複数機関をグルーピングする機能の追加 
受講履歴取得処理時の負荷の軽減 
アクセス集中時の負荷対策 

学認連携Moodleのシステム開発と改善 


